
国土交通省砂防部保全課

砂防ソイルセメント活用工事事例集

平成２０年１２月



No. 都道府県 番号 工事箇所名 頁

1 北海道 1 ウェンテシカン川砂防工事 １・２

2 北海道 2 富良野川砂防工事３号ダム（国債）,１工区 ３・４

3 青森県 1 北間木沢総合流域防災砂防工事 ５・６

4 青森県 2 脇の沢通常砂防工事 ７・８

5 青森県 3 小川代川通常砂防工事 ９・１０

6 秋田県 1 深沢通常砂防工事 １１・１２

7 東京都 1 美茂井沢砂防えん堤 １３・１４

8 神奈川県 1 通常砂防工事　オレ沢 １５・１６

9 岐阜県 1 殿川砂防堰堤 １７・１８

10 三重県 1 西之貝戸川通常砂防工事 １９・２０

11 滋賀県 1 稲荷川補助通常砂防工事 ２１・２２

12 兵庫県 1 青谷川砂防堰堤工事 ２３・２４

13 広島県 1 柱谷川砂防堰堤 ２５・２６

14 山口県 1 浜東川砂防堰堤 ２７・２８

15 山口県 2 願成就川砂防堰堤 ２９・３０

16 高知県 1 明所谷川通常砂防工事 ３１・３２

17 熊本県 1 鎌野川火山砂防工事 ３３・３４

18 宮崎県 1 轟木谷１川砂防堰堤 ３５・３６

19 宮崎県 2 総合流域防災工事　山ノ神谷川 ３７・３８

20 宮崎県 3 総合流域防災工事　瀬戸山谷川 ３９・４０

21 宮崎県 4 祝子ヶ内谷川砂防堰堤 ４１・４２

22 宮崎県 5 赤水ヶ沢川砂防堰堤 ４３・４４

23 鹿児島県 1 火山砂防工事（アミダ川） ４５・４６

掲載事例リスト
・砂防ソイルセメント工法については、建設発生土の有効利用及び構
造物築造時のＣＯ２排出量の削減によって環境負荷の低減を図る観
点から有効であり、さらに工事コストの縮減にも資することから、国土
交通省では砂防ソイルセメントの活用を進めることとしている。
・今般、砂防ソイルセメントの活用事例が各事業主体により情報共有さ
れ、その普及・活用が一層促進されることを目指して、各都道府県の
協力のもと補助砂防事業における活用状況を調査し事例集として取り
まとめた。
・本事例集における施工事例は、平成１５年度以降に工事着手し、平
成１６～１８年度において完成又は平成１９年度新規及び継続箇所に
おいて現地発生土を用いた砂防ソイルセメントを活用している都道府
県の砂防工事を対象として、関係都道府県の協力を得て平成２０年１
１月時点で取りまとめたものである。
・総工事費における縮減率については、比較する従来工法により砂防
えん堤等１基を整備するために必要な工事費をもとに算出したもので
ある。



様式A
都道府県名 北海道 番号 2

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 1 ％
場外搬出土を　約5,800m3削減（側壁工の残土なし）

現在施工中

富良野川砂防工事３号ダム（国債）,１工区

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工⇒（新）砂防ソイルセメントによる基礎地盤改良

現地発生土砂の有効利用により搬出土砂の削減

54

実施場所

適用部位

施工状況写真

①施工前写真

②ソイルセメント工施工中写真

③ソイルセメント工完了写真 ④工事完了写真
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様式B

都道府県名 北海道 番号 1 工事名

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度) 【採用工法】
●主な工種
ソイルセメント工
4,691m3
○工事費
227百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
普通コンクリ-ト工
2,823m3
残土　ダンプ運搬
5,160m3
○工事費
273百万円

室内目標強度  9.0N/mm2

混合方法･機械 バックホウにて混合・スケルトンバックホウ

混合時間･混合量 20分以上・38.6m3

転圧後リフト厚 25cm

打継目処理（垂直)

ウェンテシカン川砂防工事

打継目処理（水平) 清掃・散水・セメント散布（0.5kg/m2）程度

ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械

転圧回数（有振動) 6回以上　

養生 普通コンクリ－トと同じの養生（表面養生シート）

型枠形式 -

打設規制（気象条件等) 降雨制限2mm/ｈ以上
目地切り －

－

バックホウ（0.4m3）　ブルド－ザ－（７ｔ）

敷均し層厚 30cm以下

転圧締固め機械 振動ロ－ラ－（３ｔ）　ハンドガイド振動ロ－ラ－（0.6ｔ）　プレ－ト（60kg)

単位水量 -

最大骨材寸法 80mm

強度決定根拠 -

単位セメント量 250kg/m3

打設量 4,691（m3）

地形状況 流域面積　A=32.3km2　　渓床勾配　1/110　　谷幅B=7.0m

活用部位 砂防えん堤基礎部・袖部

規模 長さ　L=203m　高さ　H=2.5～7.0m

採用工法 INSEM工法

工法採用理由 工事により発生する建設発生土について搬出先が少ない　運搬処分費が高い

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
里平川3号床固工　（H19)

事務所名 室蘭土木現業所門別出張所静内総合治水事務所
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様式A
都道府県名 北海道 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 20 ％
場外搬出土を　約5.000m3削減。（約５０％）

正面図

現在施工中
　両袖部 基礎部

ウェンテシカン川砂防工事

（従来）普通コンクリ-ト工によるえん堤施工⇒（新）砂防ソイルセメントによる基礎地盤等の改良

現地発生土砂の有効利用により搬出土砂の削減

46

 実施場所

 適用部位

  施工状況写真

③ソイルセメント工完了写真 ④工事完了写真

②ソイルセメント施工中写真①施工前写真
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様式B

都道府県名 北海道 番号 2 工事名

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度) 【採用工法】
●主な工種
　ソイルセメント工
　６，７８３m3
○工事費
　５，４４５百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　コンクリート工
　３，０１０m3
　残土運搬・残土敷均
　５，８００m3
○工事費
　５，４９９百万円

室内目標強度 0.39 N/mm
2

混合方法･機械 バックホウ・自走式土質改良機
混合時間･混合量 －

転圧後リフト厚 25cm
転圧回数（有振動) 10回以上

打継目処理（垂直) －

富良野川砂防工事3号ダム

ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械 ブルドーザ（普通15t級）

打継目処理（水平) 表面の清掃・散水・セメント散布（0.5kg/m2)程度

養生 普通コンクリートと同じ養生（表面養生シート）

型枠形式 なし
打設規制（気象条件等) 降雨制限2mm/h以上
目地切り －

敷均し層厚 30cm以下
転圧締固め機械

流域面積Ａ＝24.8km2  渓床勾配 Ｌ＝1/24.5　谷幅Ｂ=400m

振動ローラー（11t級）

単位セメント量 90kg/m
3

単位水量 －
最大骨材寸法 150mm

強度決定根拠 －

打設量 6,783m3
地形状況

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
富良野川３号砂防えん堤（H9～H21）

事務所名 旭川土木現業所富良野出張所

規模 延長L=62m、高さ6.0m

採用工法 INSEM
工法採用理由 現地発生土を有効利用ができる（搬出先が少なく運搬費が高い）
活用部位 砂防えん堤側壁の基礎
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様式Ａ
都道府県名 青森県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 5 ％
場外搬出土を１割削減。
使用コンクリート量を２割削減。

北間木沢総合流域防災砂防工事（青森県）

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工　⇒　（新）砂防ソイルセメントによる基礎地盤改良

現地発生土を利用することにより掘削土の処分等の建設コストの縮減が図られるとともに、環境への付加が低減された。

4

実施場

適用部

施工状況写

現在工事実施中

③地盤改良部〔INSEM〕完了

②地盤改良〔INSEM〕施工状況①地盤改良〔INSEM〕施工前

④工事完了写真
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様式Ｂ
都道府県名 青森県 番号 1 工事名

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　　普通コンクリート
　　 　　        　  1,195m3
　　置換工
　　　   　         　 557m3
　　残土処理ﾀﾞﾝﾌﾟ運搬
　　　　　　　     　 1,390m3

○工事費
　　　　　　　　　  69百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　　普通コンクリート
　　　　　　　　　　　1,570m3
　　残土処理ﾀﾞﾝﾌﾟ運搬
　　　　　　　　　　　1,601m3

○工事費
　　　　　　　　　  73百万円

室内目標強度 σ=2.0N/㎜2

混合方法･機械 バックホウ0.7m3、ミキシングバケット（約0.4m3）使用
混合時間･混合量 約0.8m3/分

転圧後リフト厚 1.0m
転圧回数（有振動)

打継目処理（垂直) ---
打継目処理（水平) ---

養生 養生シート

型枠形式 ---
打設規制（気象条件等) コンクリート標準仕様書に準ずる
目地切り 施工目地のみ

日平均打設量 150m3

敷均し機械 バックホウ
敷均し層厚 1.2m
転圧締固め機械 バックホウ、振動ローラ、コンバインドローラー

バックホウ１回、コンバインドローラー２回、振動ローラー２回

最大骨材寸法 110㎜
ふるい分け スケルトンバケット

単位セメント量 200kg/m3以上
単位水量 ---

地形状況 流域面積A=0.05㎞2、渓床勾配I=1/7.4、谷幅W=18.0m

強度決定根拠 砂防ソイルセメント活用ガイドラインによる

規模 長さL=27.4m　幅W=12.33m　高さH=2.0m
打設量 557m3

工法採用理由 ①コストの縮減　②現場発生材の有効活用　③施工性にすぐれること
活用部位 砂防堰堤の基礎

事務所名 東青地域県民局　地域整備部
採用工法 INSEM工法

北間木沢総合流域防災砂防工事

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
砂防堰堤（H19～H21）
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様式Ａ
都道府県名 青森県 番号 2

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 7 ％
場外搬出土を２割削減。
使用コンクリート量を２割削減。

　＜実施場所＞
＜施工状況＞

混合状況 敷均し縞固め

　＜適用部位＞ ＜ソイルセメント完了＞

脇の沢通常砂防工事（青森県）

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工⇒（新）砂防ソイルセメントによる基礎地盤改良

基礎部を砂防ソイルセメントによって置き換えることにより、えん堤規模を小さくすることが可能となった。

8
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様式Ａ

都道府県名 青森県 番号 2 工事名 脇の沢通常砂防工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

脇の沢２号えん堤（Ｈ１９～H２１）
事務所名 西北地域県民局　地域整備部　鰺ヶ沢道路河川事業所
採用工法 INSEM
工法採用理由 経済比較の結果
活用部位 えん堤基礎部
規模 長さＬ＝２１ｍ　幅Ｂ＝１３ｍ　高さＨ＝２ｍ
打設量 ５６０㎥
地形状況 流域面積Ａ＝１．８４Ｋ㎡、渓床勾配Ｌ＝1／９．５、谷幅Ｂ＝４ｍ

強度決定根拠 「砂防ソイルセメント活用ガイドライン」に準拠
単位セメント量 １１０ｋｇ/㎥
単位水量 　－－－
最大骨材寸法 　－－－
ふるい分け 　－－－

日平均打設量 　－－－

敷均し機械 ブルドーザ　バックホウ
敷均し層厚 ３０ｃｍ
転圧締固め機械 振動ローラ

養生 シート養生

型枠形式 　－－－
打設規制（気象条件等) コンクリート標準仕様書に準ずる
目地切り 施工目地のみ

６回

打継目処理（垂直) 　－－－
打継目処理（水平) セメント散布

【採用工法】
●主な工種
普通コンクリート工　1,679㎥
置き換え基礎　560㎥
残土　ダンプ運搬　1,900㎥

○工事費
１００百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
普通コンクリート工　2,199㎥
残土　ダンプ運搬　2,420㎥

○工事費
１０８百万円

室内目標強度 ０．９６Ｎ/m㎡

混合方法･機械 スケルトンバックホウ
混合時間･混合量 　－－－

転圧後リフト厚 ２５cm
転圧回数（有振動)
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様式Ａ
都道府県名 青森県 番号 3

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 1 ％
場外搬出土を６割削減。

　　　①施工前写真 ②攪拌作業状況

　　　③基礎工完成写真 ④工事完成写真

　　　地盤改良(INSEM)完成写真

小川代川通常砂防工事　（青森県)

(従来)砕石による基礎工置換え⇒(新)INSEM工法による基礎地盤改良

基礎工について、INSEM工法を採用することによりコスト縮減を図ることが出来た。

3

実施場

適用部
正面図

側面図

施工状況写真
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様式Ｂ
都道府県名 青森県 番号 3 工事名

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

小川代川通常砂防工事

【採用工法】
●主な工種
　コンクリートスリットえん堤
　（本堤、第1･2垂直壁)
　　V=3,782m3
  置換え基礎(INSEM)
　　V=3,800m3
　残土ダンプ運搬
　　V=1,800m3
○工事費
　239百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　コンクリートスリットえん堤
　（本堤、第1･2垂直壁)
　　V=3,782m3
　置換え基礎(砕石)
　　V=3,800m3
　残土ダンプ運搬
　　V=5,600m3
○工事費
　　242百万円

室内目標強度 設計強度N=3.0N/mm2

混合方法･機械 BH（スタビライザー)
混合時間･混合量 15分、5～7m3/回程度

転圧後リフト厚 15cm
転圧回数（有振動) 7回(有振動6回)

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) －

養生 養生シート

型枠形式 －
打設規制（気象条件等) コンクリート標準仕様書に準する。
目地切り 施工目地のみ

ふるい分け －

日平均打設量 250m3

敷均し機械 ブルドーザー（3～5ｔ級)
敷均し層厚 17cm
転圧締固め機械 振動ローラー(3～5ｔ級)

単位水量 自然含水比W/C=20%程度
最大骨材寸法 80mm

強度決定根拠 砂防ソイルセメントガイドラインによる。
単位セメント量 223kg/m3

打設量 3,800(m3)
地形状況 流域面積A=4.39k㎡、渓床勾配L=1/80、谷幅B=5m

活用部位 砂防堰堤の基礎部
規模 長さL=40m　幅W=25m　高さH=6m

採用工法 INSEM工法
工法採用理由 ①コスト縮減　②現地発生土の有効活用

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
小川代川砂防堰堤（H15～H18）

事務所名 下北地域県民局　地域整備部
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様式Ａ
都道府県名 秋田県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 12 ％
場外搬出土を 　1割削減。
使用セメント量を　6割削減。

深沢　通常砂防工事

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工　⇒　（新）砂防ソイルセメントを中詰材とした二重壁えん堤施工

二重壁構造を採用し中詰材に砂防ソイルセメントを使用することで、セメント使用量及び残土処理量を縮減できた。
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様式Ｂ
都道府県名 秋田県 番号 1 工事名 深沢　通常砂防工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　INSEM-SBウォール工法
　　　　　　　　V=1,512m3
　残土処理　V=3,310m3

○工事費
　　　 　89百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　コンクリート工　V=1,334m3
　残土処理　V=3,622m3

○工事費
　　　　101百万円

室内目標強度 3.0N/mm2

混合方法･機械 30m3級鋼製混合桝を使用して、バックホウ0.7m3で混合
混合時間･混合量 混合時間 約35分、混合量１回当り 約12.8m3

転圧後リフト厚 25cm
転圧回数（有振動) 8回

打継目処理（垂直) 施工無し
打継目処理（水平) セメント散布(500g/m2）と散水（７日以上空く場合は、モルタル敷設1.5cm/m2））

養生 シート掛け、散水

型枠形式 下流側はコンクリートパネル、上流側は軽量鋼矢板
打設規制（気象条件等) 2mm/h以上の降雨
目地切り －

ふるい分け －

日平均打設量 50～80m3（H17 80m3、H18 50m3）

敷均し機械 H17 BH0.2m3、H18 BH0.06m3
敷均し層厚 30cm
転圧締固め機械 搭乗型振動ﾛｰﾗ 3.6t

単位水量 140kg/m3
最大骨材寸法 40mm(RC40)

強度決定根拠 －
単位セメント量 100kg/m3

打設量 堤体量A=1,512m3
地形状況 流域面積A=0.025km2、渓床勾配i=1/6、谷幅b=46m

活用部位 えん堤本体の中詰め
規模 堤体高H=7.5m、堤体長L=54.0m、天端幅B=3.6m

採用工法 INSEM
工法採用理由 現地発生土量抑制、コスト縮減、工期短縮

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
深沢砂防えん堤（H17～H19）

事務所名 北秋田地域振興局　建設部
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様式Ａ
都道府県名 東京都 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 34 ％
工期を３割削減、場外搬出土を９割削減。
使用コンクリート量を９割削減。

美茂井沢砂防工事（その３）

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工　⇒　（新）砂防ソイルセメントによるえん堤施工

えん堤本体にソイルセメント適用することで、現地発生土の有効利用が図られ、残土処分が無くなった。

114

実施場所

適用部位

完成写真　（下流より望む）

③ソイルセメント工（完了写 ④工事完了写真

②ソイルセメント工（施工中写真）

①施工前写

施工状況写真
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様式Ｂ

都道府県名 東京都 番号 1 工事名 美茂井沢砂防工事（その３）

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
ソイルセメント工法
7,000m³
残土運搬工
14,900m³
○工事費
221百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
普通コンクリート工
5,800m³
残土運搬工
10,800m³
○工事費
335百万

室内目標強度 3.00N/mm2

混合方法･機械 ミニプラント(自走式土質改良機)
混合時間･混合量 20m3／h

転圧後リフト厚 25cm
転圧回数（有振動) 6回

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) セメント0.5kg／m2程度散布

養生 養生面の温度＞０℃　（打設面に初期凍害が発生しない養生を実施）

型枠形式 ダブルウォール
打設規制（気象条件等) 降雨制限2mm／h以上
目地切り －

ふるい分け スケルトンバケット（0.7m3）

日平均打設量 150m3

敷均し機械 湿式ブルドーザー（D20）（2t）
敷均し層厚 28cm以下
転圧締固め機械 振動ローラー（3t）、タンパ（80kg）、プレート（60kg）

単位水量 －
最大骨材寸法 －

強度決定根拠 SBウォール工法研究会資料より（砂防ソイルセメントガイドライン）
単位セメント量 150kg／m³以上

打設量 6,995m³
地形状況 流域面積A=0.37km²、渓床勾配L=1／10、谷幅B=3～7m

活用部位 砂防えん堤全断面
規模 長さ103m、高さ11m

採用工法 INSEM
工法採用理由 概算工事費がコンクリートダム、ダブルウォールダムと比較し一番安価であった。

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
美茂井沢砂防えん堤（H17～H20）

事務所名 東京都三宅支庁
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様式Ａ
都道府県名 神奈川県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 10 ％
工期を　０．５　割削減、場外搬出土を　１．５　割削減。
使用コンクリート量を　２　割削減。

通常砂防工事　オレ沢

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工　⇒　（新）砂防ソイルセメント（INSEM工法）による基礎地盤改良

ローム質の軟弱地盤（粘土層）に換えて、砂防ソイルセメント（砂防CSG工法）で地盤改良の実施により、支持力を
確保すると共に、現地発生材料の有効活用により、コスト縮減を図った。

11

県道鳥屋川尻線

串川

オレ沢流域
実施場所

適用部位

②ソイルセメント工　施工中写真

①施工前写真 施工状況写真

施工箇所

ソイルセメント
施工箇所（基礎部）

正面図

CSG材の転圧状況

渓床状況

③ｽｹﾙﾄﾝﾊﾞｹｯﾄによるCSG攪拌状況

側面図

④工事完了写真
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様式Ｂ

都道府県名 神奈川県 番号 1 工事名 通常砂防工事　オレ沢

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

オレ沢えん堤（H18～H20）
事務所名 神奈川県津久井土木事務所
採用工法 INSEM
工法採用理由 ①コスト縮減　②現地発生土の有効活用　
活用部位 砂防えん堤の基礎
規模 長さL=18m　幅B=13.7ｍ　高さH=2m
打設量 592.7　㎥
地形状況 流域面積A=0.03ｋ㎡、渓床勾配L=1/14.3、谷幅B＝5.0m

強度決定根拠 「砂防ソイルセメント活用ガイドライン」p16~17に基づき、基礎工としての目標強度を選定

単位セメント量 170ｋｇ/㎥
単位水量 -
最大骨材寸法 80mm
ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 -

敷均し機械 バックホウ（0.1㎥）
敷均し層厚 30ｃｍ以下
転圧締固め機械 振動ローラ（4ｔ）、　タンパ

養生 -

型枠形式 なし
打設規制（気象条件等) 降雨制限2mm/h以上
目地切り -

6回以上

打継目処理（垂直) -
打継目処理（水平) -

【採用工法】
●主な工種
ソイルセメント工：592㎥
残土（ダンプ運搬）：3,461㎥

○工事費
108百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
普通コンクリート工：592㎥
残土（ダンプ運搬）：4,053㎥

○工事費
119百万円

室内目標強度 3.0N/m㎡（目標強度レベルⅡ）

混合方法･機械 スケルトンバックホウ
混合時間･混合量 3分/m3以上

転圧後リフト厚 25cm以下
転圧回数（有振動)

16



様式A
都道府県名 岐阜県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 44 ％
場外搬出土なし。
使用コンクリート量を６割削減。

殿川砂防堰堤（岐阜県）

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工　⇒　（新）砂防ソイルセメントによる基礎地盤改良および袖部へ利用

砂防堰堤全段面にてソイルセメントを採用することにより、現場発生土および他現場残土を
有効利用することが出来、コンクリートボリューム及び残土処分量の削減が可能となった。

48

①施工前写真

④工事完了写真③ソイルセメント完了写真

②ソイルセメント施工中写真

施工状況写真適　用　部　位 ソイルセメント
コンクリート
土砂型枠
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様式B
都道府県名 岐阜県 番号 1 工事名 殿川砂防堰堤（岐阜県）

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　　ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工　4,400m3
　　残土なし(現場内流用)

○工事費
　　61百万円
　

【比較する従来工法】
●主な工種
　　普通ｺﾝｸﾘ-ﾄ工　2,886m3
　　残土　　　　　　　2,600m3

○工事費
　　109百万円

室内目標強度 σq1=３N/mm2

混合方法･機械 ｽｹﾙﾄﾝﾊﾞｯｸﾎｳ
混合時間･混合量 20分以上

転圧後リフト厚 25cm
転圧回数（有振動) 8回以上

打継目処理（垂直) 最低厚25cm以下の箇所は段切り（階段状）で施工
打継目処理（水平) ｾﾒﾝﾄ0.5kg/㎡程度散布

養生 冬期期間(12月～3月)は休工。

型枠形式 上流側（大型ブロック）　下流側（土砂）
打設規制（気象条件等) 降雨制限　２mm以上
目地切り 施工目地のみ

ふるい分け ｽｹﾙﾄﾝﾊﾞｹｯﾄ

日平均打設量 50～75m3

敷均し機械 ﾌﾞﾙﾄﾞ-ｻﾞ-３ｔ、ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)
敷均し層厚 25cm以下
転圧締固め機械 振動ﾛ-ﾗ(３ｔ)、ﾀﾝﾊﾟ(80ｋｇ)

単位水量 375kg/m3
最大骨材寸法 100mm

強度決定根拠 -
単位セメント量 80kg/m3以上

打設量 4,400m3
地形状況 流域面積 A=3.5k㎡、渓床勾配 Ｉ=1/11、谷幅 Ｂ=15ｍ

活用部位 右岸堰堤袖部全断面
規模 長さＬ=89.06ｍ　高さＨ=13.4ｍ

採用工法 INSEM

工法採用理由
堤体長(161.2ｍ）が長くｺﾝｸﾘ-ﾄ量が6,700m3もあり、コスト高になる。
現場発生土2,600m3の搬出先が近隣になく、運搬費、処分費がコスト高になる。

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
殿川砂防堰堤（H17～H19）

事務所名 古川土木事務所
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様式Ａ
都道府県名 三重県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 12 百万円 、総工事費における縮減率 4 ％
工期を　－　割削減、場外搬出土を３割削減。
使用コンクリート量を９割削減。

西之貝戸川通常砂防工事（５号堰堤）

（従来）普通ｺﾝｸﾘｰﾄ工による堰堤施工　⇒　（新）砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄによる堰堤施工

二重壁構造型堰堤の中詰材に現地発生土を利用した砂防ソイルセメントを施工したことにより、現地発生土の場外
搬出量を抑制することができた。

実施場所

適用部位

①着工前 ②砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ施工

③砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ施工

④本堤完成

19



様式Ｂ

都道府県名 三重県 番号 1 工事名 西之貝戸川通常砂防工事（５号堰堤）

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工
　　V=9,235m3
　発生土利用　V=11,200m3

○工事費
　　　　２９９百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　ｺﾝｸﾘｰﾄ工　V=7,908m3
　残土運搬　V=16,000m3

○工事費
　　　　３１１百万円

室内目標強度 2.5kN/mm2

混合方法･機械 ミキシングバケット＋バックホウ
混合時間･混合量 15min・10m3

転圧後リフト厚 25cm
転圧回数（有振動) 4回以上

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) セメント散布 0.5kg/m2、レーキング、散水（乾燥時）

養生 養生シート

型枠形式 なし
打設規制（気象条件等) －
目地切り －

ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械 バックホウ（0.45m3）、バックホウ（0.2m3）
敷均し層厚 －
転圧締固め機械 振動ローラ（3t）、タンパ（60kg）

単位水量 －
最大骨材寸法 120mm

強度決定根拠 －
単位セメント量 200kg/m3

打設量 本堤：8,074m3／第１垂直壁：1,161m3
地形状況 流域面積 A=1.27km2　渓床勾配 I=1/3　谷幅 B=20m

活用部位 砂防堰堤（本堤・第１垂直壁）の中詰
規模 本堤：長さL=70.8m 幅B=7.0m 高さH=14.5m／第１垂直壁：長さ36.0m 幅4.5m 高さ H=6.0m

採用工法 INSEM
工法採用理由 現地発生土の有効活用（・過去の土石流により現地に多量の土砂が堆積している・作業ヤードが確保できる）

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
西之貝戸川５号堰堤（H17～H18）

事務所名 桑名建設事務所
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様式Ａ
都道府県名 滋賀県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 1 ％
場外搬出土を２割削減。

施工中写真

完成写真

稲荷川補助通常砂防工事

　二重壁構造型堰堤の中詰材に現地発生土を利用した砂防ソイルセメントを施工したことにより、現地発生土の
場外搬出量を抑制することができた。

2
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様式Ｂ
都道府県名 滋賀県 番号 1 工事名 稲荷川補助通常砂防工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　砂防ソイルセメント工
　３，４００m3
　

○工事費
　２１０百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　普通コンクリート工
　３，４００m3
　残土　ダンプ運搬
　１，０００m3
○工事費
　２１２百万円

室内目標強度 4.5N/mm2

混合方法･機械 スケルトンバックホウ
混合時間･混合量 -

転圧後リフト厚 15cm
転圧回数（有振動) -

打継目処理（垂直) -
打継目処理（水平) バックホウの爪でひっかく

養生 普通

型枠形式 -
打設規制（気象条件等) 降雨時
目地切り -

ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 -

敷均し機械 バックホウ
敷均し層厚 20cm
転圧締固め機械 振動ローラ

単位水量 -
最大骨材寸法 80mm

強度決定根拠 3.0N/mm2×1.5（安全率）
単位セメント量 160kg/m3

打設量 3,400m3
地形状況 流域面積A=0.09km2

活用部位 砂防堰堤の中詰
規模 H=10.5m、W=108.5m

採用工法 INSEM
工法採用理由 残土量の縮減およびコストの縮減

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
稲荷川砂防堰堤（H16～H18）

事務所名 南部振興局建設管理部

22



調査票３－A 様式Ａ
都道府県名 兵庫県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 11 ％
場外搬出土を１０割削減。
使用コンクリート量を８割削減。

青谷川砂防堰堤工事

(従来）普通コンクリートによる砂防えん堤工　→　（新）INSEM工法による砂防えん堤工

INSEM工法を採用することにより残土処分費及び材料費のコストを少なくすることができる。

17

④工事完了

①着工前 ②施工状況 ③ＩＮＳＥＭ施工完了

1100
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調査票３－B 様式Ｂ
都道府県名 兵庫県 番号 1 工事名 青谷川砂防堰堤工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

青谷川砂防堰堤（H17～H18)
事務所名 八鹿土木事務所
採用工法 INSEM工法
工法採用理由 ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤では残土搬出に多大な費用を要することから、コスト縮減を図るため

INSEM工法を採用。現地発生土を活用し搬出を抑制できる。

活用部位 砂防堰堤（本体）全断面
規模 長さL=106.5m　　高さH=11.0m
打設量 8371m3
地形状況 流域面積A=0.39k㎡、渓床勾配L=1/7.5、谷幅B=6～10m

強度決定根拠 －
単位セメント量 200㎏/m3
単位水量 －
最大骨材寸法 80㎜
ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械 スケルトンバックホウ、振動ローラ(4t)
敷均し層厚 50㎝
転圧締固め機械 振動ローラ(4t)

養生 普通コンクリートと同じ養生

型枠形式 残存型枠
打設規制（気象条件等) 降雨強度5㎜/h以上
目地切り －

4回以上

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) レーキング

【採用工法】
●主な工種
　ソイルセメント工　8,371m3
　残土処分　0m3

○工事費
　140百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　普通コンクリート工
5,812m3
　残土処分　7,200m3

○工事費
　157百万円

室内目標強度 3N/m㎡

混合方法･機械 スケルトンバックホウ
混合時間･混合量 10分以上

転圧後リフト厚 40㎝
転圧回数（有振動)
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様式Ａ
都道府県名 広島県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 6 ％
場外搬出土を3割削減。
使用コンクリート量を２割削減。

柱谷川通常砂防工事（広島県）

（従来）普通ｺﾝｸﾘｰﾄ工によるえん堤施工⇒（新）砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄによる基礎地盤改良

置き換え基礎を実施することにより、地盤耐力を大きくし、堰堤規模を小さくすることが可能となった。

20

実施場所

適用部位

①着工前 ②砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ施工
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様式Ｂ
都道府県名 広島県 番号 1 工事名 柱谷川通常砂防工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　　砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工
　　　V=1,047m3

○工事費
　　310百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　　ｺﾝｸﾘｰﾄ工
　　　V=1,014m3
　　残土　ﾀﾞﾝﾌﾟ運搬
　　　V=1,014m3
　　残土　再資源化施設受入
　　　V=1,014m3

○工事費
　　330百万円

室内目標強度 3.0N/㎜2以上

混合方法･機械 バックホウ
混合時間･混合量 10分以上・土砂8.4m3＋セメント2ｔ

転圧後リフト厚 25㎝
8回以上

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) セメント散布

養生 表面養生シート

型枠形式 なし
打設規制（気象条件等) 降雨制限1㎜/h以上
目地切り －

ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量

敷均し機械 バックホウ
敷均し層厚 30㎝以下
転圧締固め機械 振動ローラ（3ｔ）、タンパ（80ｋｇ）
転圧回数（有振動)

単位水量 －
最大骨材寸法 80㎜

強度決定根拠 －
単位セメント量 237kg/m3

打設量 本堤基礎部：1,047m3
地形状況 流域面積A=0.27km2　渓床勾配L=1/5

活用部位 砂防堰堤の基礎部
規模 本堤基礎部：長さL=15.4m 幅B=27.4m 高さH=5.0m

採用工法 INSEM
工法採用理由 ①コスト縮減　　②現地発生土の有効利用

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
柱谷川砂防堰堤（H17～H23）

事務所名 広島県尾三地域事務所
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様式Ａ
都道府県名 山口県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 2 ％

使用コンクリート量を２割削減。

浜東川総合流域防災工事

（従来）普通ｺﾝｸﾘｰﾄ工による堰堤施工　⇒　（新）砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄによる基礎地盤改良

　置き換え基礎を実施することにより、地盤耐力を大きくし、堰堤規模を小さくすることが可能となった。

4

実施場所

適用部位

①着工前

②砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ施工

③本堤施工
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様式Ｂ
都道府県名 山口県 番号 1 工事名 浜東川総合流域防災工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　   ｺﾝｸﾘｰﾄ工
     V=1,300m3
　   ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工
　　 V=300m3

○工事費
　 　258百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　 　ｺﾝｸﾘｰﾄ工
　　 V=1,600m3
　   残土処理
     V=700m3

○工事費
　 　262百万円

室内目標強度 3N/mm2以上

混合方法･機械 バックホウ
混合時間･混合量 15分以上

転圧後リフト厚 30cm
転圧回数（有振動) －

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) －

養生 普通コンクリートと同じ養生

型枠形式 なし
打設規制（気象条件等) 降雨制限
目地切り －

ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械 バックホウ
敷均し層厚 30cm
転圧締固め機械 振動ローラ

単位水量 －
最大骨材寸法 －

強度決定根拠 －
単位セメント量 135kg/m3

打設量 本堤基礎部：300m3
地形状況 流域面積A=0.12km2  渓床勾配I=1/10  平均谷幅B=9.5m

活用部位 砂防堰堤基礎部
規模 本堤基礎部：長さL=16m 幅B=9m 高さH=2m

採用工法 INSEM
工法採用理由 ①コスト縮減　　②現地発生土の有効活用

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
浜東川砂防堰堤（H19～H20）

事務所名 柳井土木建築事務所（旧　大島土木事務所）
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様式Ａ
都道府県名 山口県 番号 2

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 4 ％
工期を　　3割削減、場外搬出土を　3割削減。
使用コンクリート量を３割削減。

願成就川通常砂防工事

（従来）普通ｺﾝｸﾘｰﾄ工による堰堤施工　⇒　（新）砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄによる基礎地盤改良

　置き換え基礎を実施することにより、地盤耐力を大きくし、堰堤規模を小さくすることが可能となった。

11

実施場所

適用部位

①砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ施工

②砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ施工完了

③完成
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様式Ｂ
都道府県名 山口県 番号 2 工事名 願成就川通常砂防工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

願成就川砂防堰堤（H17～H18）
事務所名 山口土木建築事務所（旧　阿東土木事務所）
採用工法 INSEM
工法採用理由 ①コスト縮減　　②現地発生土の有効活用
活用部位 砂防堰堤の基礎部
規模 本堤基礎部：長さL=36m 幅B=8.5m 高さH=2.0m
打設量 本堤基礎部：620m3
地形状況 流域面積 A=0.04km2  渓床勾配I=1/5.2  平均谷幅B=4m

強度決定根拠 －
単位セメント量 140kg/m3
単位水量 －
最大骨材寸法 －
ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械 ブルドーザ15t
敷均し層厚 30cm
転圧締固め機械 タイヤローラ8～20ｔ

養生 普通コンクリートと同じ養生

型枠形式 なし
打設規制（気象条件等) 降雨制限
目地切り －

－

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) －

【採用工法】
●主な工種
     コンクリート工
     V=2,500m3
     砂防ソイルセメント工
　　 V=620m3
     残土ダンプ運搬
     V=1,400m3

○工事費
     249百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
     コンクリート工
     V=3,200m3
     残土ダンプ運搬
     V=2,000m3

○工事費
     260百万円

室内目標強度 3N/mm2以上

混合方法･機械 バックホウ
混合時間･混合量 15分以上

転圧後リフト厚 30cm
転圧回数（有振動)
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様式Ａ
都道府県名 高知県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 10 ％
場外搬出土を2.6割削減。
使用コンクリート量を2.4割削減。

明所谷川通常砂防工事

(従来)基礎処理工(コンクリート置換)　⇒　(新)基礎処理工（砂防ソイルセメントによる基礎地盤改良)　

現地発生残土の利用可能なINSEM工法を採用することにより、材料費縮減と、掘削残土の運搬・処理費縮減を図った。

20

実施場所

適用部位

③ソイルセメント工完了写真 ④工事状況写真

②ソイルセメント工施工中写真①施工前写真

施工状況写真

（INSEM工法）
  地盤改良工

（INSEM工法）
  地盤改良工
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様式Ｂ
都道府県名 高知県 番号 1 工事名 明所谷川通常砂防工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

明所谷川砂防ダム（H15～H19）
事務所名 高知県安芸土木事務所室戸事務所
採用工法 INSEM

工法採用理由
石や礫の混入する当該箇所で施工可能な基礎処理工法のうち、特別な重機や、プラ
ントの設置が不要であり、掘削残土の処分が不要なことからINSEM工法を採用。

活用部位 基礎
規模 V=880m3
打設量 V=880m3
地形状況 流域面積A=0.13m2(当施設上流)、平均河床勾配I=1/3、平均河床幅B=2.0～4.0m

強度決定根拠 配合強度≧設計基準強度＊割増係数＝1.904.88kN/m2＊1.5
単位セメント量 100kg/m3以上
単位水量 含水比11.0%
最大骨材寸法 150mm内外
ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 44m3

敷均し機械 バックホウ
敷均し層厚 30cm
転圧締固め機械 振動ローラー(4t、700kg)、タンパ(60kg)

養生 表面にブルーシート設置

型枠形式
打設規制（気象条件等) 降雨制限2mm/h以上
目地切り

6回以上

打継目処理（垂直) チッピング
打継目処理（水平)

【採用工法】
●主な工種
　普通コンクリート工
　　２,７２９ｍ３
　基礎処理工（ソイルセメン
ト)
　　８８０ｍ３
　鋼製スリット
　　４４.１９ｔ
　残土　ダンプ運搬
　　２,４８０ｍ３
○工事費
　　１８２百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　普通コンクリート工
　　３,３６０ｍ３
　基礎処理工(コンクリート置
換)
　　８８０ｍ３
　鋼製スリット
　　４４.１９ｔ
　残土　ダンプ運搬
　　３,３６０ｍ３
○工事費
　　２０２百万円

室内目標強度 σ28=2.86N/mm2

混合方法･機械 バックホウ(スケルトンバケット)
混合時間･混合量 30分以上/30m3

転圧後リフト厚 25cm
転圧回数（有振動)
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様式Ａ
都道府県名 熊本県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 57 ％
場外搬出土を８割削減。
使用コンクリート量を８割削減。

鎌野川火山砂防工事

（従来）普通コンクリート工による堰堤施工⇒（新）砂防ソイルセメントによる堰堤施工

防ソイルセメントで施工することにより堤体重量が軽くなり、特殊な基礎工事を施工しなくても堰堤の築造が可能となっ

122

実施場所

適用部位

完成写真　（下流より望む）

③ソイルセメント工
完了（締固）写真

④工事完了写真

②ソイルセメント
工
施 中（敷均）写

①施工前写

施工状況写真
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様式Ｂ
都道府県名 熊本県 番号 1 工事名 鎌野川火山砂防工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度) 【採用工法】
●主な工種
　ソイルセメント工
　　8,487m3
　
○工事費
    91百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　普通コンクリート工
　　3,500m3
　残土ダンプ運搬
　　8,487m3

○工事費
　　213百万円

室内目標強度 4.5N/mm2

混合方法･機械 バックホウ（標準バケット）
混合時間･混合量 20分以上/20m3

転圧後リフト厚 30cm以下
転圧回数（有振動) 6回（3往復）以上

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) 打継面清掃、散水

養生 表面養生シート

型枠形式 鋼製外部保護材（軽量鋼矢板：上流面）
打設規制（気象条件等) 降雨制限2mm/h以上
目地切り －

ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械 ブルドーザ(3t級以上）
敷均し層厚 33cm以下
転圧締固め機械 振動ローラ(3～5t級）、タンパ(80kg)

単位水量 練混ぜ後の含水比14.0～17.0%
最大骨材寸法 150mm

強度決定根拠 －
単位セメント量 165kg/m3

打設量 8,487(m3)
地形状況 流域面積A=0.552k㎡、渓床勾配I=1/8.0、谷幅B=8m

活用部位 砂防堰堤の本体部
規模 長さL=56m　幅B=23m　高さH=10.0m

採用工法 INSEM
工法採用理由 ①現地発生土砂の有効活用　②堤体自重の軽量化

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
緑川水系鎌野川砂防えん堤  (H15～H17)

事務所名 熊本県上益城地域振興局
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様式Ａ
都道府県名 宮崎県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 18 ％
場外搬出土を３割削減。
使用コンクリート量を４割削減。

轟木谷1川　砂防堰堤

（従来）上流部での堰堤施工　⇒　（新）砂防ソイルセメントによる人工地山築造

　人工地山を設置することにより、袖部根入れを確保し、えん堤規模を小さくすることが可能となった。

7

施工状況写真実施場所

③ソイルセメント工
完了写真

①施工前写

適用部位

②ソイルセメント工
施工中写真
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様式Ｂ
都道府県名 宮崎県 番号 1 工事名 轟木谷1川　砂防堰堤

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)

【採用工法】
●主な工種
　主堰堤   H=   8.5m
              L=  27.6m
              V=995㎥
　人工地山V=870㎥
　残土　ダンプ運搬

○工事費
　32百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　主堰堤   H=   8.5m
              L=  27.6m
              V=1,500㎥
　残土　ダンプ運搬

○工事費
　39百万円

室内目標強度 ３N/mm2

混合方法･機械 移動式土質改良プラント
混合時間･混合量 3分

転圧後リフト厚 30cm
転圧回数（有振動) ハンドローラー10往復・1層

打継目処理（垂直) -
打継目処理（水平) -

養生 -

型枠形式 -
打設規制（気象条件等) 時間雨量２ミリ以上中断
目地切り -

ふるい分け 移動式土質改良プラント

日平均打設量 150㎥

敷均し機械 0.3㎥ハイドバン付バックホウ
敷均し層厚 30cm
転圧締固め機械 バイブロコンパクター100kg

単位水量 -
最大骨材寸法 １５ｃｍ

強度決定根拠 砂防ソイルセメント活用ガイドラインにおける目標強度レベルⅡ（砂防堰堤の間詰工）
単位セメント量 150kg/㎥

打設量 ８７０㎥（主堰堤コンクリート９９５㎥）
地形状況 流域面積　A=0.122ｋｍ２　渓流勾配４～７°谷幅　B=0.5～7.5m

活用部位 堰堤袖部
規模 主堰堤　H=8.5m,L=27.6m,V=995m3 　人工地山　V=870m3

採用工法 INSEM
工法採用理由 地山が崩壊し、袖部の根入れが確保できなくなった（尾根部の厚さが薄いため）

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容
轟木谷１川砂防堰堤（平成17年度）

事務所名 都城土木事務所
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様式Ａ
都道府県名 宮崎県 番号 2

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 1 ％
環境負荷を軽減することができた

総合流域防災工事　山ノ神谷川

(従来）リテラー混合による基礎地盤改良→(新)現場混合槽混合による基礎地盤改良

　現地発生土では六価ｸﾛﾑ溶出試験において基準値を超えたが、置き換え基礎を実施することにより、地盤耐力を
大きくすると共に六価ｸﾛﾑを基準値内に押さえることができた。

1

適用部位

実施場所 施工状況写真

①施工前写

②置換工完

③施工状況写

④施工状況写

⑤下流人工地

⑤上流人工地
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様式Ｂ

都道府県名 宮崎県 番号 2 工事名 総合流域防災工事　山ノ神谷川

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

山ノ神谷川・（H18～H20)
事務所名 串間土木事務所
採用工法 INSEM
工法採用理由 現場内に混合ヤードが確保できコスト縮減を図ることができる
活用部位 基礎地盤及び人工地山
規模 第１堰堤 L=43.0m H=7.0ｍ V=1081m

3

打設量 第１主堰堤工　V=1081m
3
、基礎地盤　V=559m

3
、人工地山　V=119m

3

地形状況 流域面積　A=0.037㎢　、渓床勾配　I=1/4.4　、谷幅　B=3～25m

強度決定根拠 砂防ソイルセメント活用ガイドライン
単位セメント量 50㎏/m

3

単位水量 －
最大骨材寸法 40㎜
ふるい分け －

日平均打設量 基礎工　140m
3
・人工地山工　120m

3

敷均し機械 基礎工　ﾊﾞｯｸﾎｳ　0.4m
3
・人工地山　ﾊﾞｯｸﾎｳ　0.2m

3

敷均し層厚 35㎝
転圧締固め機械 ４ｔ　コンバインドローラー

養生 撒水

型枠形式 －
打設規制（気象条件等) 雨・雷
目地切り －

８回

打継目処理（垂直) －
打継目処理（水平) 表面撒水

【採用工法】
●主な工種
　現地混合槽による
　ソイルセメント工

　　　V=678m
3

主堰堤工
L=43.0ｍ　H=7.0ｍ

V=1081m
3

○工事費
　73百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　リテラー混合による
　ソイルセメント工

　　　V=678m
3

主堰堤工
L=43.0ｍ　H=7.0ｍ

V=1081m3

○工事費
　74百万円

室内目標強度 σ=1.5N/mm
2

混合方法･機械 バックホウ
混合時間･混合量 40分・20m

3

転圧後リフト厚 30㎝
転圧回数（有振動)
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様式Ａ
都道府県名 宮崎県 番号 ３

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 6 ％
工事費を軽減することができた

総合流域防災工事　瀬戸山谷川

(従来）ｺﾝｸﾘｰﾄ間詰工＋残土処理→(新)掘削土砂をソイルセメント間詰工法に利用

　従来、掘削残土は土捨て場へ持ち出し処理していたが、軟弱地盤対策として人工地山（間詰工）へ利用すること
により残土処理が不要となった。

5

実施場所 施工状況写真

①施工前写

②置換工完

③混合状況写

④敷均状況写

⑤締固状況写

⑤締固状況写

適用部位
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様式Ｂ
都道府県名 宮崎県 番号 ３ 工事名 総合流域防災工事

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

瀬戸山谷川・（H17～H18)
事務所名 串間土木事務所
採用工法 INSEM
工法採用理由 現場内に混合ヤードが確保できるとともに残土処理無しでコスト縮減を図ることができ
活用部位 人工地山（間詰工）
規模 L=52.0m h=7.0m v=1351m3
打設量 人工地山(間詰工)　V=418m3　主堰堤工V=1351m3
地形状況 流域面積　A=0.015㎢　、渓床勾配　I=1/5　、谷幅　B=1～2m

強度決定根拠 砂防ソイルセメント活用ガイドライン
単位セメント量 384㎏/m3
単位水量 －
最大骨材寸法 －
ふるい分け －

日平均打設量 人工地山(間詰工）　120m3

敷均し機械 人工地山(間詰工）　ﾊﾞｯｸﾎｳ　0.2m3
敷均し層厚 35㎝
転圧締固め機械 0.8～1.1ｔ級　振動ローラー　及びランマー

養生 撒水・シート

型枠形式 －
打設規制（気象条件等) 雨・雷
目地切り －

打継目処理（垂直) －

【採用工法】
●主な工種
　現地混合槽による
　ソイルセメント間詰工
　　　V=４１８ｍ３
主堰堤工　L=52.0m h=7.0m
v=1351m3　基礎処理818m3

○工事費　72百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　ｺﾝｸﾘｰﾄ間詰工
　(残土処理有り）
　　　V=４１８ｍ３
主堰堤工　L=52.0m h=7.0m
v=1351m3　基礎処理818m3

○工事費　77百万円

室内目標強度 σ=1.5N/mm2

混合方法･機械 バックホウ　0.6m3

打継目処理（水平) 表面撒水

混合時間･混合量 20分・30m3

転圧後リフト厚 30㎝
転圧回数（有振動) ８回
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様式Ａ
都道府県名 宮崎県 番号 4

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 14 ％
工事費を軽減することができた。

祝子ヶ内谷川砂防堰堤（宮崎県）

（従来）普通コンクリートによる堰堤施工→（新）砂防ソイルセメントによる基礎地盤改良

置き換え基礎を実施することにより、地盤耐力を大きくし、堰堤規模を小さくすることが可能となった。

43

置き換え施工前

転圧状況

攪拌状況

置き換え施工完了

施工状況写真実施場所

適用部位
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様式Ｂ
都道府県名 宮崎県 番号 4 工事名 祝子ヶ内谷川砂防堰堤

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

祝子ヶ内谷川砂防堰堤（H18～H25）
事務所名 延岡土木事務所
採用工法 INSM
工法採用理由 ①コスト削減　②現地発生材の有効活用　③工期短縮
活用部位 砂防堰堤の基礎
規模 長さL=115m　高さH=12m　コンクリート量　V=9,359・
打設量 砂防ソイルセメント3,435・　コンクリート9,359・
地形状況 流域面積A=0.563km2　渓床勾配L=1/7.4　谷幅B=12m

強度決定根拠 応力計算の結果による
単位セメント量 135ｋｇ/ｍ3
単位水量 含水比で管理
最大骨材寸法 150mm
ふるい分け スケルトンバケット

日平均打設量 －

敷均し機械 B.H(0.6m3)
敷均し層厚 340mm
転圧締固め機械 振動ローラ(3t～4t)

養生 散水養生

型枠形式 土砂型枠
打設規制（気象条件等) 雨天時規制
目地切り －

5回

打継目処理（垂直) 施工せず
打継目処理（水平) 施工目地のみ

【採用工法】
●主な工種
　　主堰堤
　　L=115m　　H=12m
　　V=9,359・
　　砂防ソイルセメント
　　置き換え基礎
　　　3,435・
　　残土　ダンプ運搬
　　　0・

○工事費
　　　274百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　　主堰堤
　　L=115m　　H=12m
　　V=9,359・
　　普通コンクリート
　　置き換え基礎
　　　3,435・
　　残土　ダンプ運搬
　　　3,435・
○工事費
　　　317百万円

室内目標強度 3.27N/mm2以上

混合方法･機械 B.H
混合時間･混合量 30分

転圧後リフト厚 300mm
転圧回数（有振動)
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様式Ａ
都道府県名 宮崎県 番号 5

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 4 ％
工事費を軽減することができた

　赤水ヶ沢川砂防堰堤（宮崎県）

　（従来）普通コンクリートによる基礎地盤置換工　　⇒　　（新）砂防ソイルセメントによる基礎地盤改良

　　置換え基礎を掘削土による改良にすることにより、施工費用を抑えることが可能となった。

3

実施場所

①施工前

施工状況写真

適用部位 ④施工完了③ソイルセメント工完了

②攪拌状況
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様式Ｂ
都道府県名 宮崎県 番号 5 工事名 赤水ヶ沢川砂防堰堤

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

赤水ヶ沢川砂防堰堤（H18）
事務所名 延岡土木事務所
採用工法 INSEM

工法採用理由
堰堤工事における基礎改良について
・置換えコンクリートより経済的　　　・残土処理が不要となる

活用部位 砂防堰堤基礎改良部
規模 延長 L=54.4m　高さ H=8.0m　コンクリート量V=1,746・
打設量 ソイルセメント259m3、コンクリート1,746m3
地形状況 流域面積 A=0.14・、渓床勾配 L=1/10.5、谷幅 B=6m

強度決定根拠 応力計算による
単位セメント量 66kg/m

3

単位水量 -
最大骨材寸法 100mm
ふるい分け スケルトンバケット（0.2m

3
）

日平均打設量 -

敷均し機械 スケルトンバケット
敷均し層厚 25cm程度
転圧締固め機械 振動ローラ（0.8t）、タンパ（端部）

養生 なし

型枠形式 なし
打設規制（気象条件等) 雨天時
目地切り -

4回程度

打継目処理（垂直) -
打継目処理（水平) ほうき、はけ等による表面清掃

【採用工法】
●主な工種
　主堰堤
　L=54.4m　H=8.0m
　V=1,746・
　残土ソイルセメント工

　　　259m
3

　残土

　　　　 0m
3

○工事費
　　　71百万円

【比較する従来工法】
●主な工種
　主堰堤
　L=54.4m　H=8.0m
　V=1,746・
　コンクリート置換工

　　　259m
3

　残土

　　　259m
3

○工事費
　　　74百万円

室内目標強度 0.44N/mm2

混合方法･機械 スケルトンバケット
混合時間･混合量 -

転圧後リフト厚 20cm
転圧回数（有振動)
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様式Ａ
都道府県名 鹿児島県 番号 1

工事名：

概　 要：

効　　果

縮減額： 百万円 、総工事費における縮減率 21 ％
場外搬出土を　１０割削減。
使用コンクリート量を　９．５割削減。

実施場所 ①施工前写 ②ソイルセメント工

摘用部位

③ソイルセメント工完了写真 ④工事完了写真

火山砂防工事（アミダ川）

（従来）普通コンクリート工によるえん堤施工→（新）砂防ソイルセメント工によるえん堤施工

本体部に砂防ソイルセメントを用いることにより，発生土の現場内再利用を図ることができ，材料費等の縮減を図ることができた。

8

実施箇所
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様式Ｂ
都道府県名 鹿児島県 番号 1 工事名 火山砂防工事（アミダ川）

○現場の詳細情報

施設名･（施工年度)
項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

砂防えん堤工（H17～H18）
事務所名 鹿児島地域振興局建設部河川砂防課
採用工法 ＩＮＳＭ
工法採用理由 堰堤工事により発生する残土について。（搬出土砂が減少し，残土運搬費・処分費が軽減でき

活用部位 本堤・副堤
規模 長さＬ＝５４ｍ　　高さＨ＝９ｍ
打設量 ２２９０ｍ３
地形状況 流域面積Ａ＝２．３１ｋｍ2，渓床勾配Ｌ＝１／５．４，谷幅Ｂ＝５～１５ｍ

強度決定根拠 -
単位セメント量 １００ｋｇ／ｍ３
単位水量 -
最大骨材寸法 ８０ｍｍ
ふるい分け スケルトンバッケット

日平均打設量 -

敷均し機械 ３ｔブルドーザ
敷均し層厚 ２８㎝以下
転圧締固め機械 振動ローラ（３ｔ），タンパ６０～８０ｋｇ

養生 夏場は散水養生・冬場は養生シート

型枠形式 -
打設規制（気象条件等) 降雨の時は，施工を中止
目地切り -

８回

打継目処理（垂直) -
打継目処理（水平) 散水

【採用工法】
●主な工種
　砂防えん堤工（INSEM工
法）
　ソイルセメント工
　　２，２９０m3
　
○工事費
　３０百円

【比較する従来工法】
●主な工種
　砂防えん堤（コンクリート）
　普通セメント工
　１，９７０m3
　土砂運搬
　２，２９０m3

○工事費
　３８百円

室内目標強度 σ28=３Ｎ／mm

混合方法･機械 自走式土質改良機
混合時間･混合量 ３分

転圧後リフト厚 ２０㎝
転圧回数（有振動)
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